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平成 23年 6月 16日

金町駅北 口周辺地区の街づ くりについて

1.短 期的な取組みについて

金町駅北口周辺地区は、」R金 町駅を中心とした交通結節点機能と、

駅前商店街や大規模店舗等による商業集積により、本区北部地域の

広域複合拠点として大きな役割を担ってきている。しかしながら、

当初住居系市街地として開発されたこともあり、現在では、駅前広

場や道路、歩行者空間などが必ずしも十分な機能を果たしていると

はいえない状況にある。

そこで、東京理科大学の開設時期である平成 25年 4月 までを短期

的な取り組みとして検討した、道路整備方針 (案)な どについて別

添資料のとおり報告する。傷U添資料参照)

2.中 ・長期的な取組みについて

平成 25年 度以降を見据えた中 ・長期的な取り組みとして、区で

取得した用地や駅前広場、駅前団地など、地区内の諸条件を考慮に

入れて、交通結節点機能の拡充も含めたlll市基盤の整備について検

討する。

また、あわせて広城的な複合拠″点にふさわしい賑わいと活力ある

街づくりを進めるため、商業者等を含めた地元の方々と協働して、

商店街の活性化や魅力ある個性豊かな街並みづくりに向けた具体的

な取り組みを検討する。
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